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1. 緒 言
パ ン テ ィ ス ト ッ キ ン グ (以後, PS) に よる脚部の 圧迫に
っ い て は, 心地よく健康に も良いと いう見解が ある
1)~3)
. し
か し, 過度の圧迫は, 当然の ことなが ら, 人体生理 ･ 心理 に
悪影響を及ぼす4)0 p sに よ る脚部の圧迫は,
~
脚部寸法か ら
算出される曲率半径, 脚部寸法とP Sの置き寸法か ら算出さ
れるP Sの伸長率, そし て P S布の引張り特性に依存する5)0
と こ ろが , P Sの サ イ ズ表示は, 身長と ヒ ッ プで あり, 脚
部寸法は考慮され て い な い ｡ し たが っ て , 標準体型で適度な
圧迫が得られるP Sで あ っ て も脚部寸法の程度に よ っ て は,
過度 に圧迫が大きくなる場合や逆に小さくなる場合がある こ
とが予想され る｡ サ ポ ー ト タイ プ の ような圧迫力の大き い
p sの場合は, 特 に こ の 問題が重要視される｡ 着用者の脚部
寸法依存性の できるだけ少な い, 設計時の狭い範囲内の圧迫
をも つ PSが望まし い｡
そ こ で本研究で は, まずはじめ に基本特性として , ポリ ウ
レ タ ン弾性糸の太さが異なる4種の PS を試料と し, PS の
脚各部 (大腿部, 下腿最大部, 下腿最小部, 足背部) に相当
する部分の引張り特性および標準体型 の マ ネキ ン脚部に装着
した場合の伸長率分布を測定し, そ れらの特徴および両者の
関係を検討する｡ 次 に, で き るだ け体型差の ある被験者を用
い, 正立位時の P Sに よ る圧迫 (以後, 衣服圧) の個人差の
範囲と動作に伴う衣服圧変化を測定する 一 方, 衣服圧と体型
との関係, 圧迫感の主観評価から圧快適性をもっ サ ポ ー ト
PS設計の ため の指針を明らか にする｡
2. 実験方法
(1) 試 料
カ バ ー ド糸 の 芯糸で ある ポリ ウ レ タ ン 糸 の太さが 20d
(試料A), 40d(議料B), 70d(講料C), 140d(議料D)の4
種の サ ポ ー トP S を試料とした｡ 試料A はごく 一 般的なサ ポ ー
ト PSで あり, 試料D は現在市販の P Sの 中で最もポリ ウ レ
タ ン糸の太 いもの で ある｡ 試料 の詳細を表1 に示す｡ 厚さ,
重 さ , 編目密度は, ほ ぼ標準体型をも っ マ ネ キ ン (大腿囲
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~ l) 置 き寸法 (孤) 構造 大腿 部の
ル ー プ長 (也)コ
ー ス ウエ ー ル 局毎 股下からの長 つ ま先 - かかと 腹下 - かかと
A 大腿部 0.1 8 2 3.4 2 5_0 1 8.0 2 0.0 12.0
)20,0 65.0
交編 SC Y糸■
下腿最大部 0.1 9 27.0 25.3 1 9.8 2 0.6 3 7.5 SCY糸 0.79
下腿最小 部 0.2 0 3 5.4 3 1.0 26.2 15.0 56 .8 20 d′12d(3D N糸
足背部 0.2 0 3 6.1 3 2.0 2 5.2 15.6 N糸 15d(30 3.3 6
B 大腿 部 0.2 7 4 8.4 3 2.3 16.0 25.2 1 4.3
)17.5 5 8.8
交編 D C Y糸
下腿 最大邪 0.2 9 52.3 3 3.8 15.2 25,0 3 7.0 D C Y糸 0.9 2
下腿 最′ト部 0.3 1 67.1 47.3 2 2.8 17.6 50.5 40 d/lO d(7f) N糸
足背部 0.3 1 8 0T3 5 0.3 2 2. 16.2 N糸 20d(3O 2_0 5
C 大腿 部 0.2 7 57.早 3 2.8 1 2.0 3 2.6 1 4.6
)1 - 5.5
交編 D C Y糸
下腿 最大部 0.2 6 5 5.2 2 6.3 1 4.2 2 7.2 35.7 D C Y糸 1.1 0
下腿 最小 部 0.30 8 9.6 3 7.5 2 2.0 1 8,2 5 5.8 7 0 d/lOd(7f) N糸
足 背部 0.3 0 9 1.3 . 4 8.0 1 9.2 1 9.0 N糸 30d(10f) 2.5 6




イラルメッシュ D C Y糸
下腿 最大部 0.3 7 7 5.3 2 9_3 8.3 2 2.4 4 5.0 D C Y糸 1.6 7
下腿最′ト部 0.40 1 1 3_3 43.0 1 1.8 1 6.6 6 0.8 1 40 d N糸
足背部 0.3 9 1 2 2.3 43.7 1 2.0 1 6.8 5.8 8
SCY糸(シ ン グルカ′てリン グヤ ー ン)
DCY糸( ダブルカバ リ ングヤ ー ン)








- コ ー ス 方向
図1 P S の表面写真
45.7cm , 下腿最大囲32.1c m, 下腿最小囲20.Oc m , 足囲22.8
c m
, 大腿最大部 - 下腿最小部まで62.8cm) に P S を装着し,
大腿部 (膝蓋骨中点より15c m上), 下腿最大部, 下腿最小部,
足背部の位置における伸長状態で測定した. ま た, ル ー プ長
は大腿部伸長状態で の値 で あり, P S各部の寸法は置き状態
で の値 である｡
な お, 試料P S布の表面写真を図1に示す｡
(2) pS布の 引張 り特性
カ ト ー テ ッ ク 製の K E S- F Bl引張り ･ せん断試験機を用
い て測定した｡ 測定条件は, 引張り速度0.2皿/see, つ か み
長さ2.5cm と し, 伸長率 120%ま で の荷重 一 伸長率曲線を
検出した｡ ただ し, P Sの切断面は ラ ン が生じやすい ため,
つ か み幅より試験片幅の広い グラ ブ法を用い て測定した｡ 試
験片の寸法は長さ9.5c mX 幅9c mと し, 有効 っ かみ幅を5c m
とするため に , つ か み部分を2枚の厚紙で挟み接着剤で固定
した. 測定は, PS布 の ウ エ ー ル 方向および コ ー ス 方向 に つ
い て行 っ た｡
ま た, 着用時の PSの伸長は, 二軸伸長である｡ そ こ で ,
よ り実際に近い条件下で測定するため に , ウ エ ー ル 方向に
20, 40, 60 %の伸びを予め与え, 伸長率を接着剤で固定した
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供試料布を作成し, その コ ー ス 方向の引張り特性の測定も行 っ
た｡
供試料布は, PSの大腿部, 下腿最大部, 下腿最小部, 足
背部に相当する部分の それぞれ前面から採取した｡
(3) マ ネキ ン に PS を装着した場合の伸長率の測定
P S をマ ネキ ン に装着し, よ く なじま せ た後, 大腿部およ
び下腿最大部の前面(F R), 後面(B A), 外側面(O S), 内側
面(IS) に たて , よ こ, な な め45o の ライ ン の 入 っ た直径
3cm の 円形の ス タ ン プを捺印した｡ ま た, 下腿最小部の前面
(F R), 後面(B A)お よ び足背部に つ い て は, 曲率半径が小
さい ため に , 直径2c mの 円形ス タ ン プとした｡ 合計11 か所
の捺印を行 っ た後, 脱着した｡ 捺印したPS を平坦な所で15
日間放置し, 充分に伸びを回復させ た後, マ ル チ ン 式メ ジ ャ ー
で 捺印部の たて (長径方向), よ こ (周径方向), な なめ方向






こ こ で , 2o は ス タ ン プ直径, 2 は回復時の捺印部の寸法
である｡
(4) 衣服 圧の 測定
( り 被験者
体型との関係, 個人差をみるため に , で きるだけ体型差の
あ る女子大生11名を被験者と して選択 した｡ 被験者の 身体
的特性を表2に示す｡ 被験者の 体型の範囲は, 身長が152-
169c m, 体重が44.0 - 70.Okg, ロ ー レ ル 指数が102- 195で あ
り, か なり幅広い範囲にある｡ な お, 本実験で の被験者の体
型の平均値および標準偏差は, 20- 24歳 の女性的3000人の
統計値6)に か なり近い値で ある｡
(ii) 測定部位
大腿部お よび下腿最大部の前面(F R), 後面(B A), 外側
面(O S), 内側面(IS), 下腿最小部の前面(F R), 後面(B A),
足背部の計11 カ所 の衣服圧を測定した｡ な お, 測定 は右脚
部に つ い て行 っ た｡
(iii) 測定方法
A MI3037衣服圧測定装置を用い た｡ 感圧部は直径20m mの
柔らか い フ ィ ル ム 製の エ ア パ ッ ク で , 厚さが 1皿 な る よ う に
空気を0.3ml封入した｡ この エ ア パ ッ ク を被験者の 測定部位
に取り付けた後, PS を着用させ た｡ PSの サ イ ズ は, 被験
者の体型に合わせ て選択した｡
被験者に , 正立位 一 動作1一正立位一動作2一正立位- 椅
座位の サイ ク ル を 2回線り返させ た時の衣服圧を測定した｡
動作1 は膝を曲げずに両手で下の物をとる姿勢, 動作2 はつ
まさき立ちで片手を上挙して上の物をとる姿勢である (図2)0




正 動 正 動 正 椅
立 一 作 - 立 - - 一 作 - 立 - ← 座
位 1 位 2 位 位




被験者には, 5段階評価で脚各部の圧迫感に つ い て の主観
評価を測定終了時に 申告させた｡
1 3 5
圧迫感 卜E E 】 l
よわい ふつう つよい
3. 結果お よび考察
(1). P S布の引張 り特性
4種の P Sの脚各部の ウ エ ー ル 方向および コ ー ス 方向の 引
張り曲線を図3, 図4 に示す｡ ウ エ ー ル 方向, コ ー ス 方向と
もに ポ リ ウ レ タ ン糸が140dの試料Dが最も伸び抵抗が大き
く, 20dの試料A が最も伸び抵抗が小さい ｡ しか しなが ら,
試料B, C に つ い て は, ポ リ ウ レ タ ン糸が各々40d, 70dで
ある にもかかわらず, は ぼ近似した引張り曲線を示して い る｡
こ れ は, 表 1 ならびに図1 からわかるよう に , 試料C の方が
試料Bに比 べ て , 編目密度が小さく, ル ー プ長が大きか っ た
こと に よ るもの と考えられ, ポ リ ウ レ タ ン糸の太さと の相殺
効果で , 近似した引張り特性を示したもの と推察される｡
部位別に は , 最も伸び抵抗の小さ い試料A では部位間の相
違は小さいが, そ の他の試料に つ い て は, ほ ぼ足背部>下腿
最小部>下腿最大部 ≒ 大腿部の順に伸び抵抗が大きい傾向が
認められる｡ これ は, 表 1 に示した各部位に相当するP S布
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伸 長 率 (%) 伸 長 率 (%)













の 厚さ, 重さ, 編目密度がこ の順 に大き いためと考え られ,
前述の結果か らも裏付けられる｡ すなわち, P S布の引張り
特性は, ポ リ ウ レ タ ン糸の太さおよび上記の編布構造因子の



















o 4 0 80 120 4 O 80
伸 長率 (%) 伸長 率 (%)
伸 長率 (%) 伸 長 率 (%)
図 4 脚各部 の PS コ ー ス 方 向の引張 り曲線
4 0 8 0 1.2 0
伸 長 率 (%)
図5 ウ エ ー ル方 向に 0, 2 0, 4 0, 6 0 % の伸長を与え た供試料布の
コ ー ス 方 向の 引張り曲線 (詫料D ･ 大腿部 の例)
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また, ウ エ ー ル 方向に 0 %, 20 %, 40 %, 60 %の伸長を与
え, そ の伸長を接着剤で 固定した試料の コ ー ス 方向の引張り
曲線を図5に示すo 図は, 試料Dの大腿部の例であるが, ウ エ ー
ル 方向の伸長率にかかわらず, は ぼ同 一 の 曲線を描い て い る｡
他の PS ならびに他 の部位に お い ても同様の傾向が認められ,
ウ エ ー ル 方向の伸長率が コ ー ス 方向の引張り曲線に影響を与
えない ことがわか っ た｡ この 理由として , 今回の実験では ウ エ ー
ル 方向に伸長させた状態で つ か み幅5.Ocm を設定したため,
伸長率の増加に伴う ウ エ ー ル 方向の張力の増大が コ ー ス 数の
減少に伴う コ ー ス 方向の 張力の減少を相殺した ことが考えら
れる｡
実着用にお い て は, 局所的に ウ エ ー ル 方向の伸長率分だけ
単位長さ当たりの コ ー ス 数が減少する ことから, ウ エ ー ル 方
向の伸び に伴う コ ー ス 方向の張力増加を考慮する必要のな い
ことを本実験結果は示唆して いる｡
(2) PSの 伸長率
結果を表3に示す｡ よ こ方向に つ い て は, 大腿部>下腿最
大部>下腿最小部の順に伸長率が大きくな っ て お り, 試料A,
Bの 大腿部で の伸長率は各々 112 %, 74 % と非常に大き い｡
これ に対して , たて方向で は逆に下腿最小部>下腿最大部>
大腿部の順に伸長率が大きい傾向がみ られる｡ P Sの股下寸
法の小さ い試料B の場合, 下腿最小部が67 %, 下腿最大部
が41%と他の試料と比 べ て た て伸びが大き い が, 大腿部に
つ い て は試料A と同様に負の 伸長率を示して い る｡ P S は,
脚部周径寸法に伴 っ て , まず よ こ方向に伸長するためと考え
られ , 試料A, B の大腿部の よ う に P Sの 置き寸法 (表1参
輿) が身体寸法に比 べ て かなり小さく , よ こ伸びが70%以
上必要な場合, たて方向の収縮により捕われるためと推察さ
れる｡ 前述 の PS布の 引張り特性で は, 身体末梢部に当たる
部分は ど概して ウ エ ー ル 方向の伸び抵抗が大きか っ たの に対
して , 着用時の た て伸びは末梢部はど大き い理由として , 曲
率半径が小さく大きなよ こ伸びを必要としな い こ とが挙げら
れる｡
ななめ方向に つ い て は, 概 して , た て ･ よ こ と もに比較的
大きく伸びて い る場合は約25- 35 %と大きな伸長率を示し
て い るが, た て ･ よ こ の いずれか 一 方 の み仲良し他方が収縮
して いる場合, あ るい は両方向の 伸びがとも に小さ い場合は
15 %程度と小さい傾向がみられる｡
なお, 足背部に つ い て は, ど の試料に つ い て も, た て , よ
こ, な な め の平均が30 %程度で , PS問の相違は はと ん どみ
られな い ｡ こ れ は, 各PSの 足型が熱 セ ッ トさ れ て い たため
と考えられる｡
また, 前後内外で の よ こ伸び の特徴は, 大腿部および下腿
最大部で はF R が, 下腿最小部で はB Aの 伸びが小さく, 脚
部周径方向に つ い て も局所的に曲率半径の 小さ い部分で伸長
率が小さい傾向が認められた｡
(3) 正立位時の 衣服圧
正立位時の脚部11 か所の 衣服圧を表4に示す｡ 表は, 66
デ ー タ(被験者11名 × 6回)の平均値意, 標準偏差cT, 最小値
min . , 最大値 m ax . を示して い る｡
試料A, B , C で は下腿最小部>下腿最大部 ≒ 大腿書取 試
料D では下腿最小部>下腿最大部>大腿部と, 概して身体末
梢部ほ ど衣服圧が大きい傾向がみられる｡ こ れ は, 大腿部に
おける大きなよ こ伸び に伴う PS張力の増大に よる影響より
ち, P S末梢部に つ れ て伸び抵抗が大きくなる こと の影響の
方が大き い ためと考え られる｡ 足背部の衣服圧は, 試料 D で
は25gf/cm
2
t下腿最小部と同程度に大き いが , そ の他 の試料
で は大腿部と同程度で , 試料 によ っ て 様々 で ある｡
次 に , 衣服圧の個人差に つ い て みると, 標準偏差 u は下腿
最小部およ び足背部で大きく , P Sの伸び抵抗の 大き い部位
は ど衣服圧の個人差が大きい傾向がみられる｡ P S別に み て
ら, 伸び抵抗の大きい P Sはど個人差が大きい ｡ これ は, 微
表 3 PS の 伸長率 (マ ネ キ ン に 装着 した 場合)
試料
部位 向
A B C D
たて よ こ ななめ たて よ こ ななめ たて よこ ななめ たて よ こ ななめ
大腿部 F R - 9.1 87.5 15.4 - 3.2 6 6.7 20.0 30.4 3 0.4 25.0 l l.1 42.9 25.0
B A - l l.8 130.8 20. - 1 4.3 7 6.5 1 1.1 l l.1 36.4 20.0 7.1 5 0.0 25.0
OS -3.2 114.3 15A - 3.2 76.5 20.0 l l.1 36.4 2 5.0 15.4 5 0.0 3 0.4
ⅠS
平均
- l 4.3 1 1 4.3 15.4 - 6.2 76.5 15.4 20.0 30.4 25.0 l l.1 36.4 25.0
- 9.6 1 1 1.7 1 6.6 - 6.7 7 4.1 16.6 18.2 33.4 23.8 l l.2 4 4.8 2 6.4
下腿最大部 FR 20.0 50.0 30.4 36.4 25.0 3 0.4 15.4 1 1. 1 1.1 -6.2 36.4 1 1.1
B A 25.0 5 7.9 36.4 4 2.9 30.4 36.4 15.4 2 0.0 15.4 0.0 4 2.9 20.0
OS 20.0 57.9 3 0.4 4 2.9 3 0.4 36.4 2 0.0 15.4 1 1.1 ⊥3.2 3 6.4 1 1.1
ⅠS
平均
25.0 50.0 3 6.4 4 2.9 25.0 36.4 20.0 1 5.4 15.4 3.4 3 6. 4 15.4
2 2.5 54.0 33.4 4 1.3 2 7.7 34.9 17.7 15.5 13.3 - 1.5 3 8.0 1 4.4
下腿最小部 FR 42.9 33.0 3 3.3 6 .7 25.0 33. 4 2.9 1 1.1 1 7.6 33. 1 7.6 25.0
B A
平均
25.0 2 5.0 25.0 66.7 0.0 1 7.6 33.3 - 4 .8 5.3 2 5.0 17.6 25.0
34.0 2 9.2 2 9.2 6 6.7 1 2.5 25. 38.1 3.2 1 1.5 29.2 17.6 25.0
足背部 25.0 54.0 3.3 33.3 3 3. 33. 4 2.9 17.6 25.0 33. 3 3. 33.3
マ ネキン に3回着用させ た際の平均伸長率 (%)
F R, BA , O S,IS:前面 , 後面, 外側面 , 内側面
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表 4 正 立位時の衣服圧 (∩ - 66)
試料
部位
A B C D
雷 o m l n m aX X O m ln maX X O m ln maX
-
更 o m l n m a X
大腿 部 .F R 8.3 0.197 .6.8 10.8 1 3. 2.44 2 9.1 18.9 l2:0 2.123 7 .9 1 6.7 15.3 2.275 10.2 19,7
B A 8.7 1.633 6.4 13.2 13.2 1.797 10_3 17.2 12.4 2.497 7.4 19.7 l7.9 3.646 12.l 26.9
O S 2.6 1.226 0.5 5.1 6.6 2.21 4 2.3 11.0 4.9 2.462 0,9 10_8 7.1 2.268 3.7 11.7
ⅠS ll.7 8.122 4 .0 31.9 14.6 7.117 6.7 3 3.8 14.2 8.300 4.9 35.2 18.3 8.506 6.6 3 8,2
平均 7.8 2,562 4.4 15.3 l l.9 2_52 3 7 .1 2 0.2 10.9 3.4 40 5.3 20.6 14.7 3.4 51 8.2 2 4.1
下腿 最 大部 F R 8.9 2.393 3.4 13,0 13.7 3,184 7 .1 1 9,4 12.4 3.730 6.3 21.4 20.7 3.954 13.4 2 9.5
BA 7.2 1..980 3.8 10.7 10.3 2_083 6.5 14.0 10.2 3.783 3.0 15.6 16.7 2.920 10.2 21.1
O S 6.1
_
1.659 3.8 9.7 8.9 1.893 4. 1 1.8 8.6 2 .975 3.6 16.8 14.5 3.3 90 6.7 2 1.3
ⅠS 6.4 1.849 3.5 10.8 10.4 2.94 7 4ー5 15.8 10.4 3.623 4.6 1 7.5 17.3 2.5 3912.5 23.9
平均 7.1 0.707 3,6 1 1.1 10.8 1.361 5_6 15.3 10.4 2.908 4.4 1 7.8 17.3 2.24 3 1 0.7 2 4.0
下 腿 最小部 FR 9.2 1.929 5.7 13.3 15.1 3,01 2 9.4 23.4 15.4 4.8 02 8.1 2 8.3 25.4 7.154 12.3 37.4
BA 8.5 4.4 60 2.3 1 7.3 12.5 5.603 2.4 28.3 12.1 5,797 4.7 2 7.2 27.7 10.6 14 1 0.8 48.5
平 均 8.9 2.9 59 4.0 15.3 13.8 3.856 5_9 25.9 13.7 4.075 6.4 27.8 2 6. 7.1 13 1 1.6 43.0
足 背 部 5.9 2.1 46 1.1 9.8 ll.5 3.236 5.6 1 7.8 10.1 4.153 3.8 1 7.8 2 5 A 10.020 9.2 4 4,2
冨. a , min , m ax :平 均 鳳 標準偏邑 最小鳳 最大値 ( 単位 :gf′c m2)
FR, B A, O S,IS: 前面, 後面 , 外側面, 内側面
少な伸長率の差が P Sの大きな張力差に繋がるためと考えら
れる. しかし, 伸 び柔らか い大腿部にお い て も q が大きく,
こ れ に つ い て は大腿周径寸法の個人差が大きか っ た こと に よ
るも の と推察される｡ いずれ に しろ, PS や部位に よ っ て や
や異なるが , min . と m ax . の 差 は約2 - 3倍 であり, 同種
の P S を着用して も被験者の体型に よ っ て は, 衣服圧が大き
く異なる ことがわか っ た｡
以上の こ とか ら, 衣服圧の個人差の小さ い サ ポ ー ト P S を
設計するため に は, で き るだけ引張り曲楳の傾きの 小さ い
PSで ある ことが望まし い ｡ しか しながら, サ ポ ー ト P Sの
場合, あ る程度衣服圧が大きくな い とその効果は期待で きな
い
｡ したが っ て , ①P S伸長率の個人差の範囲内で , 一 時的
に引張り曲線が降伏する PS素材の 開発, あ る い は②伸長率
の大き い領域で は急激に伸びかたく なるため (図4で は約70
% 以上の領域), 着用時に大きな伸長率領域とならない よう
に , 現在の身長と ヒ ッ プ に加え て , 脚部寸法も含め たサイ ズ
表示と体型区分の見直しが必要で あると考えられる｡ しかし
現状で は, ①の方法に よる問題解決は早急に は見込まれな い
ため, ② の方法が妥当であると思われる｡
(4) 動作に伴う衣服圧の 変化












で は大腿部 FR, O Sで35
gf/cm
2
, 下腿最大部ISで1 - 2gf/cm
2
の 増加がみられ るが ,





で は大腿部 O Sで1gf/cm
2
, 下腿最大部F R, B A,
IS で 1 - 2gf/cm
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しかし, 動作 に伴 っ て , 前後内外で の衣服圧分布が多少変化
するが, 周径方向で の平均衣服圧で みた場合の変化は予測し
たより小さく , ま た衣服圧の減少は豆の大きい試料Dで , 衣
服圧の増大は豆 の 小さ い試料A で大きくなる傾向がみられる
ことから, 少なくとも本研究で取り上げた動作に つ い て は,
正立位からの衣服圧の増大は問題視する必要がな いものと判
断される｡
(5) 衣服圧 と体型 との 関係
図7 は被験者の大腿部周径L と大腿部前後内外4 か所の平
均衣服圧P との関係を示して い る｡ 各P S とも に危険率1 %
で有意な正の相関が認められ , L が大きく なる は どP が大き
くなる傾向が認められた｡ 回帰式を以下に示す｡
試料A : P - O A12 L- ll.641 (r - 0.804)
試料B : P - 0.424 L- 8.574(r - 0.840)
試料C : P - 0.618 L- 18.319(r - 0.880)
試料D : P - 0.576 L- 12.579(r - 0.827)
また, 図8 に示す大腿部の Pと ロ ー レ ル 指数R との 関係に
お い て も有意な相関がみられ, 肥満体型ほどP が大き い傾向
がみられた｡ 回帰式は以下の通り で ある｡
試料A : P - 0.096 R- 4.975 (r - 0.848)
試料B : P - 0.094 R- 1.016 (r - 0.84 1)
試料C : P - 0.139 R- 7.736 (r - 0.900)
試料D : P - 0.133 R- 3.046 (r - 0.862)
しかしなが ら, 下腿最大部の衣服圧と下腿最大囲, 下腿最
小部の衣服圧と下腿最小囲との間には有意な相関は認め られ
ず, ロ ー レ ル 指数との関係も認められ なか っ た｡ 下腿部寸法
における個人差が大腿部よ り少なか っ た こ と, さ らに は運動
等の履歴に よる被験者の皮膚の圧縮かたさ の バ ラ ツ キが下腿
部で大き い こ とが予想され, 体型と直接結び付かなか っ た も
の と考えられる｡
大腿部の圧迫が脚部末梢の皮膚血流量に及ぼす影響の大き
い こ とは, 筆者ら の研究4)で既 に明らか で あり, P Sに脚部
寸法を表示する場合は , 特 に大腿部周径寸法を表示す る こと
が望ましい と思われる｡
(6) 衣服圧 と圧迫感 ･ 快適感との 関係
部位ごと の平均衣服圧と圧迫感との関係を図9に示す｡ 大
腿部 ･ 下腿最大部の 衣服圧は, 下腿最小部の衣服圧に比 べ て
小さ い に もかかわらず圧迫感が強い ｡ こ の傾向は, 試料 D で
-24-
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,3､ つ つ つ よ い
圧 迫 感
図 9 部位 ご と の 平均衣服圧 と圧迫感 と の 関係
最も顕著で あり, 下腿最小部の衣服圧が大腿部より12gf/cm
2
大 き い に もかかわらず, 圧迫感が0.5点以上低い ｡ 試料B,
Cで も大腿部と足背部の圧が はぼ同 - で ある に もかかわらず,
圧迫感が約1点程度足背部が低くな っ て い る｡ すなわち, 大
腿部>下腿最大部>下腿最小部>足背部と身体末梢部に つ れ
て圧迫感の感受性が低く , 身区幹部に近い はど衣服圧を強く感
じる傾向がみられた｡
4. 結 語
着用者の脚部寸法依存性の で きるだけ少な い , 圧快適性を
も っ た サ ポ ー ト P S を設計するための基礎資料を得るた め に ,
体型差の ある女子大生11名を被験者と して 着用実験を行 っ
た｡ 結果は以下の通り で ある｡
1) 伸び抵抗の大き い PS の身体末梢部分は ど, ま た伸び抵
抗の 大き い P Sほ ど衣服圧の個人差が大きい傾向がみられ
た｡ ま た, 周径寸法の個人差が大きい大腿部に お い て も衣
服圧の個人差が大きか っ た｡
2) 大腿部の衣服圧は, 大腿部周径寸法およ び ロ ー レ ル 指数
と正の相関が認められた｡
3) 体幹部に近い部分ほ ど, 圧感覚は鋭敏であ っ た｡
以上の こ とから, サ ボ ー PS の サ イ ズ表示として , 現在の
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